工場植栽に飛来する昆虫類

○林　 豊・神 成 篤 司
（清水建設（株））
富 岡 康 浩・木 村 悟 朗・田 中 和 之・谷 川　力
（イカリ消毒（株））
【背景】　一定面積の確保が定められている工場緑地は、昆虫類の発生・休息場所等になる。本研究は、代表的な工場植栽に飛来する昆虫類の個体数とその組成について調査した。

【方法】　代表的な工場植栽として、常緑中高木、常緑低木、落葉中高木、落葉低木から全18種を１株ずつ用いた。それらを、千葉市の屋外に、1.5m間隔で９種╳２列に並べ、２
回配置換えを行った。各樹木には３箇所に粘着トラップを吊り下げ、24時間後に回収した。
調査は2013年６月から10月まで、合計９回行った。

【結果・考察】　昆虫類は、イヌマキ、キンモクセイなどで多数捕獲された。特に、葉数が多い樹種ほど捕獲数が多い傾向が認められた。捕獲された昆虫類は各樹木から発生する分類群（以下、発生虫）ではなく、周辺からの飛来虫と考えられた。一般的に、発生虫が少ない樹種ほど工場植栽に適していると考えられているが、工場内では敷地外から飛来して侵入するものが多数捕獲される。本試験の結果から、葉数が多い樹種は昆虫類が停留しやすく、工場への侵入数を減少させる可能性がある。さらに、工場植栽は工場で使用される照明を敷地外へ照射しない屋外における環境的防除のひとつとして期待される。
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